
 

  平成30年度 論作文課題   

 

論文課題 

○ 上級職等（消防職を除く） 

近年、地域コミュニティの重要性が言われている。市民が考える望ましい地域コミュニティとはど

のようなものか。その実現のためにあなたは熊本市職員としてどのように取り組んだらよいかあな

たの考えを１，２００字以内で述べなさい。 

 

○ 上級消防職 

様々な危機事象から市民生活を守るため、①事前対策（防災対策）、②危機発生時対策、③事後対

策に分け、あなたの考えを１，２００字以内で述べなさい。 

 

○ 民間Ⅰ 

住民サービスについて、市民が地方自治体に期待する事業（サービス）と、民間企業に期待する事

業（サービス）とがある。また、官民が協働で行った方がよい事業（サービス）もある。住民サー

ビスについて、地方自治体と民間企業との役割分担、官民の協働事業とはどうあるべきか。あなた

の考えを１，２００字以内で述べなさい。 

 

〇 民間Ⅱ 事務職（情報） 

電子自治体の取組みについて、その背景、市民にとっての利点、課題、行政にとっての利点、課題

等を１，２００字以内で述べなさい。 

 

○ 民間Ⅱ 事務職（法務） 

熊本市の政策法務を担う職員として、地域の様々な課題（事案）に対処したり、熊本市職員の法令

遵守の徹底のために、あなたが、常に心がけたいこと、意識しておきたいこととはどのようなこと

か、１，２００字以内で述べなさい。 

 

作文課題 

○ 初級職等 

熊本市の魅力とは何か、また、そこで働く魅力とは何か。８００字以内で述べなさい。 

 

○ 看護師 

地方自治体で働く看護師の魅力とは何か。進路を考えている中高生に向けてあなたの考えを８００

字以内で述べなさい。 

 

○ 保育士 

子どもたちから求められる保育士像、保護者から求められる保育士像とは何だと思うか。８００字

以内で述べなさい。 

 

○ 身体障がい者対象 

あなたが今まで培ってきたものを踏まえて、市役所職員になった場合、最も取り組みたいことは何

か、８００字以内で述べなさい。 



 

  平成30年度 集団討論課題   

※ 集団討論を実施しない職種もあります。詳しくは各試験案内をご覧ください。 

※ 課題が複数ある場合は、グループごとに、課題の中の１題を出題。 

 

○ 上級職等 

 安全で心豊かに暮らせる地域づくりの推進について、あらゆる世代がこれからも住み慣れたまちで

安心して暮らし続け、そこで暮らす人たちが、お互いに支え合い、助け合いながら、様々な課題を

解決し、弱まりつつある地域コミュニティを維持・再生していくためには、どのような取り組みが

必要か、グループで話し合い、意見をまとめなさい。 

 生涯を通して健やかで、いきいきと暮らせる保健福祉の充実について、全てのライフステージにお

いて、健康づくりの意識を高めていくためには、どのような取り組みが必要か、グループで話し合

い、意見をまとめなさい。 

 豊かな人間性と未来へ飛躍できる力を育む教育の振興について、家庭や地域の教育力を高め、子ど

もたちの健やかな成長を支えていくためには、どのような取り組みが必要か、グループで話し合い、

意見をまとめなさい。 

 誇るべき良好な自然環境の保全と地球環境問題について、日々の生活において、環境に配慮した実

践活動につなげていくためには、どのような取り組みが必要か、グループで話し合い、意見をまと

めなさい。 

 熊本経済の発展と熊本の魅力の創造・発信について、国内外から熊本が訪問先に選ばれるよう、強

みである歴史・文化や食の魅力をいかしながら、観光ニーズの多様化・個性化に対応していくため

に、どのような取り組みが必要か、グループで話し合い、意見をまとめなさい。 

 豊かな自然環境をいかした活力ある農水産業の振興について、農と食の魅力を創造し、６次産業

化・農商工連携の推進などによる農水産物の高付加価値化とブランド化を進めるためにはどのよう

な取り組みが必要か、グループで話し合い、意見をまとめなさい。 

 安全で利便性が高い都市基盤の充実について、都市に必要な機能がますます多様化する中、個性的

で魅力的なまちづくりを行うためにはどのような取り組みが必要か、グループで話し合い、意見を

まとめなさい。 

 市民ニーズの把握について、市政運営においては、市民ニーズの的確な把握が重要であるが、市民

ニーズを的確に把握するためにはどのような手段が有効か、市政への関心が低い市民のことも考慮

したうえで、グループで話し合い、意見をまとめなさい。 

 

○ 民間Ⅰ 

 だれもが平等に参画できる社会の実現に向けては、市民一人ひとりが人権問題を自らの課題として

受け止めることが重要です。そこで、だれもが社会の一員として、家庭、職場、学校、地域などで

わけ隔てなく参画できる社会を築き上げていくためには、どのような取り組みが必要か、グループ

で話し合い、意見をまとめなさい。 

 本市は、平成２８年熊本地震からの早期の復旧・復興のためには、市民・地域と行政の協働による

推進が重要です。そこで、「おたがいさま」で支え合う協働によるまちづくりを推進するにはどの

ような取り組みが必要か、グループで話し合い、意見をまとめなさい。 



 

○ 民間Ⅱ 事務職（情報） 

近年、地方自治体では、ＩＣＴ技術やクラウド等を活用した働き方改革を推進している。このよう

な技術等を地方自治体が導入するにあたり、どのようなメリット、デメリットがあるか。グループ

で話し合い、意見をまとめなさい。 

 

○ 民間Ⅱ 事務職（法務） 

日本では高齢化が進み、空き家が増加して社会問題（近隣からの苦情、防犯、まちづくりなど）と

なっている。地域の活性化のために、法的な解決策を含めどのような対策が必要か。グループで話

し合い、意見をまとめなさい。 

 

○ 初級職等 

 本市において 2019 年は、市制 130 周年を迎える節目の年として重要な契機を迎えます。そこで、

国内外の多くの方に来ていただき満足してもらうためにはどのようにしたら良いか、グループで話

し合い、意見をまとめなさい。 

 自転車利用者のマナーを向上させ、事故のないまちにするにはどのような取組が必要か、グループ

で話し合い、意見をまとめなさい。 

 

 


